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伊豆－小笠原弧衝突域における古応力場の復元は，これまでに様々な手法を用いてなされてきている．佐藤・高木 (2006)
は丹沢トーナル岩体の石英内に発達したヒールドマイクロクラックおよびシールドマイクロクラックの卓越方位を用い，
マイクロクラック形成時の最大水平主応力 (σHmax)の方向をおおよそNNE-SSWと推定した．このσHmaxは丹沢トー
ナル岩体のブロック回転 (金丸・高橋，2005)を考慮するとおおよそN-S方向に復元される．花崗岩類中のマイクロクラッ
クは一般に最小主応力 (σ 3)の方向に対して垂直に形成され，クラック形成後の過程でヒールドマイクロクラック (以下
HC)，シールドマイクロクラック (以下 SC)，オープンマイクロクラック (以下 OC)に大別される．そのうちの HCにお
ける流体包有物捕獲温度の測定 (佐藤，2008MS；高木ほか，2008)から，黒雲母 (閉鎖温度：300± 50℃)による K-Ar
年代は HC形成年代に制約を与えられる．
南部フォッサマグナ地域には丹沢トーナル岩体以外にも富士川流域や甲府盆地周縁にも中新世の花崗岩類が分布してお

り，本研究ではこれらの岩体においてもマイクロクラックの卓越方位を測定することで，伊豆－小笠原弧の衝突に伴う
古応力場を復元することを試みた．
１．富士川深成岩類の古応力場
富士川流域には岩脈状に深成岩類が分布しており，これらの岩体は年代が未詳であり，貫く堆積岩の年代から貫入年

代は後期中新世以降であると考えられてきた (松田，1961)．この年代未詳の深成岩類において，HC形成年代を推定する
ために K-Ar 年代測定を行った．その結果，黒雲母 1試料において約 5.4Ma，角閃石 3試料において約 6.1～5.0Maの値
が得られた．これらの値から富士川深成岩類の HC形成年代は約 5.4Maであると考えられる．今回 7試料においてマイ
クロクラックの測定を行った結果，全般的に HCは NW-SE方向に卓越し，SC+OCはWNW-ESE方向に卓越した．これ
らの方位分布より，富士川流域では約 5.4Maに NW-SE方向のσ Hmaxが，その後の SC+OC形成時にはWNW-ESE方
向のσ Hmaxが働いたと考えられる．
２．甲府花崗岩類の古応力場
甲府盆地周縁には環状に花崗岩類が分布し，それらは年代や特徴の相違によりいくつかの岩体に区分されている．本

研究では衝突域ということを考慮し，甲府花崗岩類南東部に分布する徳和深成岩体と芦川深成岩体を検討対象とした．徳
和深成岩体では黒雲母 K-Ar 年代が約 12.0～9.0Maとされ (柴田ほか，1984；Saito et al.,1997)，芦川深成岩体では角閃石
K-Ar 年代が約 11.3Ma(Saito et al., 1997)とされている．よって，徳和深成岩体のHC形成年代は約 12.0～9.0Maと考えら
れ，芦川深成岩体の HC形成年代は 11.3Ma以降であると考えられる．徳和深成岩体では 7試料においてマイクロクラッ
クの測定を行い，全般的に HCは NW-SE方向に卓越し，SC+OCはおおよそ N-S方向に卓越した．これらの方位分布よ
り，約 12.0～9.0Maの徳和深成岩体では NW-SE方向のσ Hmaxが，その後の SC+OCの形成時にはおおよそ N-S方向の
σ Hmaxが働いたと考えられる．一方，芦川深成岩体では 4試料においてマイクロクラックの測定を行い，全般的にHC
はおおよそ E-W方向に卓越し，SC＋ OCは NNW-SSE方向に卓越した．これらの方位分布より，11.3Ma以降の HC形
成時の芦川深成岩体ではおおよそ E-W方向のσ Hmaxが，その後の SC+OC形成時には NNW-SSE方向のσ Hmaxが働
いたと考えられる．
以上の結果を基に，後期中新世の伊豆－小笠原弧の衝突に伴う南部フォッサマグナ地域における古応力場の変遷を議論

する．
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